
（注意事項）
１．本問題中「事業者」とあるのは、「一般貸切旅客自動車運送事業者」を指します。
２．設問の文中には、条文の一部を省略しているものもあります。

【○×問題】

１．

回答 （ 〇 ）

２． 回答 （ × ）

３． 回答 （ 〇 ）

４． 回答 （ × ）

５． 回答 （ 〇 ）

６．

回答 （ × ）

７．

回答 （ × ）

８．

回答 （ × ）

９．

回答 （ × ）

１０．

回答 （ × ）

１１．

回答 （ 〇 ）

１２． 回答 （ 〇 ）

１３． 回答 （ 〇 ）

１４． 回答 （ × ）

１５． 回答 （ × ）

（道路運送法第２２条の２）

事業者は、事前に届出を行えばその名義を他人に利用させてもよい。

（道路運送法第３３条）

一般旅客自動車運送事業者は、正当な理由がないのに許可又は認可を受けた事項を実施しないときは、国土

交通大臣から一年以内において期間を定めて自動車その他の輸送施設の当該事業のための使用の停止を命ぜ

られることがある。

（道路運送法第４０条）

一般旅客自動車運送事業の許可は、一般旅客自動車運送事業の種別ごとに受けなければならない。

（道路運送法第４条）

下記に掲げる項目のなかで、一般旅客自動車運送事業の許可をしてはならない者として、法令で定められて

いるものはどれですか。してはならない者には×印を、そうでない者には○印を記入しなさい。

①未成年であり、法定代理人が存在しない者

②他の運送事業を経営している者

③一年以上の懲役又は禁固の刑に処せられ、その刑の執行が終わってから二年を経過していない者

④一般貨物自動車運送事業の許可を取り消されてから二年を経過していない者

（道路運送法第７条）

一般旅客自動車運送事業者は、運送約款を定め、国土交通大臣の許可を受けなければならない。

（道路運送法第１１条）

事業者は、天災その他やむを得ない事由がある場合でも、事業計画に定めるところに従い、その業務を行わ

なければならない。

（運送法第１６条）

事業者は安全統括管理者を選任し、又は解任するときには、あらかじめ、その旨を国土交通大臣に届け出な

ければならない。

    ③乗務員の氏名

    ④車両の初度登録年月日

（運輸規則第７条の２）

旅客自動車運送事業者は、旅客又は公衆に対して、公平かつ懇切な取扱いをしなければならない。

（運輸規則第２条）

運送引受書において、法定上記載しなければならない事項に○印を、記載しなくてもよい事項には×印を（

）内に記入しなさい。

    ①旅客が乗車する区間

    ②運賃及び料金の額

【事業者名：　　　　　　　　　　　役職：　　　　　　　　氏名：　　　　　　　　】

一般貸切旅客自動車運送事業の許可申請に係る法令試験問題



１６．

回答 （ 〇 ）

１７．

回答 （ × ）

１８．

回答 （ 〇 ）

１９．

回答 （ × ）

２０．

回答 （ 〇 ）

２１． 回答 （ 〇 ）

２２． 回答 （ × ）

２３． 回答 （ 〇 ）

２４． 回答 （ × ）

２５． 回答 （ × ）

２６．

回答 （ 〇 ）

２７． 回答 （ 〇 ）

回答 （ 〇 ）

２９．

回答 （ 〇 ）

３０．

回答 （ 〇 ）

（運輸規則第３７条）

事業者は毎事業年度の経過後に輸送の安全に関する基本的な方針その他の輸送の安全にかかわる情報を公表

しなければならない。また、その内容を国土交通大臣に報告しなければならない。

（運輸規則第４７条の７）

事業者は、あらかじめ運行するルートを設定していれば、道路及び交通の状況を事前に調査せずとも運行す

ることができる。

（運輸規則第２８条）

旅客自動車運送事業者は、日々雇い入れる者を事業用自動車の運転者として選任してはならない。

（運輸規則第３６条）

事業者は事業用自動車の運転者ごとに省令で定める事項を記載し、かつ、省令で定める写真を貼り付けた一

定の様式の乗務員証を作成し、これを当該運転者の属する営業所に備え付けておかなければならない。

旅客自動車運送事業者は、事業用自動車の乗務を終了した運転者に対して点呼を行い、当該事業用自動車、

道路及び運行状況について報告を求めなければならない。

（運輸規則第２４条）

　　②必要に応じて各車両ごとに乗車する旅客の代表者の選任を求める

（輸送の安全を確保するための貸切バス選定・利用ガイドライン）

（自動車運転者の労働時間等の改善のための基準）

事業用自動車の故障等により踏切内で運行不能となったときは、速やかに、旅客を誘導して退避させるとと

もに、列車にたいし適切な防護措置をとらなければならない。

一般貸切旅客自動車運送事業標準運送約款に定める事項として、正しい事項には○印を、そうでない事項に

は×印を（　）内に記入しなさい。

一般貸切旅客自動車運送事業に従事する自動車運転者の１日の拘束時間は、１３時間を超えないものとし、

当該拘束時間を延長する場合であっても、最大拘束時間は１５時間とすること。

「輸送の安全を確保するための貸切バス選定・利用ガイドライン」は、貸切バスの利用者に対して、安全運

行の確保のために必要な行程作成や契約上の留意点への理解と十分な配慮を求めることにより、安全をより

確実にすることを目的としている。

    ③事業用自動車の運転者に法令で定める適性診断を受けさせること

　　（一般貸切旅客自動車運送事業標準約款第２条・６条・１４条・２５条）

事業者の運行管理者が行わなければならない事項として、法令で定められた事項には○印を、そうでない事

項には×印を（　）内に記入しなさい。

    ①乗務員台帳を作成し、営業所に備え置くこと

    ②自動車事故報告規則に基づく、事故報告書を提出すること

    ④運行管理規定を作成すること

    ⑤運送引受書を交付すること

（運輸規則第４８条）

（運輸規則第５１条２項）

　　①ガイド料は契約責任者の負担とする



【筆記問題】

３１．

回答

（道路運送法第３条）

３２．

・日常点検の実施方法を定めること

・日常点検の結果に基づき、運行の可否を決定すること

・整備の実施計画を定めること

・自動車車庫を管理すること

回答

３３．

回答

３４．

回答

３５．

回答

【選択問題】

次の法令の（）にあてはまる言葉を下から選び、記号を入れて下さい。

ア．所有権　　　　イ．運行管理者　　ウ．出発地　　　　エ．保安基準　　　オ．運行の安全

カ．技術の向上　　キ．火災　　　　　ク．利益　　　　　ケ．迅速　　　　　コ．走行距離

サ．重大な事故　　シ．運営を適正　　ス．目的地　　　　セ．点検　　　　　ソ．継続

タ．営業所　　　　チ．公害の防止　　ツ．適切な時期　　テ．公共の福祉　　ト．保護

ナ．乗務員の服務

３６． （ オ ）

３７． （ タ ）

３８． （ イ ）

３９． （ キ ）

４０． （ サ ）

一般旅客自動車運送事業者は、その事業用自動車が転覆し、（ ３９ ）を起こしその他国土交通省令

で定める（ ４０ ）を引き起こしたときは、遅滞なく事故の種類原因その他国土交通省令で定める事

項を国土交通大臣に届出なければならない。

（道路運送法第２９条）

（道路運送法第２３条）

事業者が自動車の外側に必ず表示しなければならない事項は、使用者の氏名、名称又は記号のほか

何か。１つ記入しなさい。

（道路運送法第９５条、道路運送法施行規則第６５条）

（自動車運転者の労働時間等の改善のための基準）

一般旅客自動車運送事業者は、事業用自動車の（ ３６ ）の確保に関する業務をわせるため、国土交

通省令で定める（ ３７ ）ごとに、運行管理者資格者証の交付受けている者のうちから、（ ３８ ）

を選任しなければならない。

整備管理者

一般貸切旅客自動車運送事業者は、運送の申込者に対して当該運送の引受けに際し（）又はこれに類するも

のを支払つた場合には、その額を記載した書類を、前項の運送引受書の写しとともに、当該運送の終了の日

から一年間保存しなければならない。

手数料

（道路運送車両法施行規則第３２条）

４時間

旅客自動車運送事業に従事する自動車運転手の連続運転時間は（）を超えないものとする。

（運輸規則第７条の２）

あなたが経営しようとする一般貸切旅客自動車運送事業は、道路運送法においてどのような事業とされてい

るか正確に記入して下さい。

貸切

次に列記したものは、一般貸切旅客自動車運送事業に従事する従業員のうち、その者に義務づけられた業務

内容を示したものです。その者の正式名称を答えなさい。

一個の契約により国土交通省令で定める乗車定員以上の自動車を貸し切って旅客を運送する一般旅客自動車運送

事業


